
1976年２月25ロ第三種郵使物認可（毎週ｄ同月雌・火曜・木曜・金曜発行) SSKO　増刊通巻1912号　1994年８月５「|発行

　　　

日本患者･家族団体協議会
易難勿參の

SSKO
〒171

　

東京都豊島区目白2 －38－ 2

ｍ画肩003(3985)7591 / ＦＡ)く

　

購読料１部300円(年間1

健
保
法
修
正
し
て
成
立

入
院
時
食
事
代
２
年
後
は
8
0
0
円

　

入
院
給
食
の
患
者
負
担
導
入
な
ど
を

柱
と
す
る
健
康
保
険
法
「
改
正
」
案
は
、

Ｊ
Ｐ
Ｃ
な
ど
の
強
い
反
対
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
六
月
二
十
三
日
の
参
院
本
会
議

で
衆
院
修
正
案
が
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
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恥心蛭励蛸恭でﾀﾞ歌七

国
会
前
に
座
り
込
む
各
会
代
表

朔１:ぷごジ
大
郷
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こ
の
修
正
案
成
立
に
よ
り
、
十
月
か
ら

は
入
院
の
場
合
、
各
保
険
制
度
の
負
担

割
合
に
も
と
づ
く
患
者
負
担
に
加
え
て
、

一
日
六
百
円
の
食
事
代
負
担
が
課
せ
ら

れ
、
二
年
後
の
一
九
九
六
年
十
月
か
ら

は
一
日
八
百
円
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
で
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
六
月

五
日
の
第
九
回
総
会
で
、
健
康
保
険
法

の
改
悪
に
反
対
す
る
特
別
決
議
を
採
択

す
る
と
と
も
に
、
十
日
に
も
衆
院
採
決

か
と
い
う
緊
急
事
態
を
受
け
、
改
悪
は

許
さ
な
い
と
い
う
強
い
決
意
の
も
と
、

翌
六
日
か
ら
十
日
ま
で
国
会
前
に
座
り

込
む
こ
と
を
決
議
、
各
加
盟
団
体
に
も

緊
急
に
連
絡
し
ま
し
た
。

　

六
日
、
国
会
請
願
行
動
を
終
え
た
伊

藤
代
表
幹
事
ら
各
会
代
表
四
十
五
人
は
、

衆
院
第
一
議
員
会
館
前
の
歩
道
上
に
そ

の
ま
ま
座
り
込
み
ま
し
た
。
以
後
十
日

ま
で
連
日
四
、
五
十
人
の
、
北
海
道
、

沖
縄
を
含
む
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
た
代

表
が
座
り
込
み
、
五
日
間
で
延
べ
二
百

二
十
人
が
こ
の
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
参
加
者
ら
は
委
員
会
審
議
を

傍
聴
し
た
り
、
議
員
会
館
前
を
通
る
国

会
議
員
や
通
行
人
と
意
見
交
換
を
す
る

な
ど
、
大
き
な
宣
伝
効
果
を
発
揮
し
ま

し
た
。
こ
の
様
子
は
一
部
新
聞
に
も
報

道
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
患
者
の
強
い
反

対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
衆
院
で
は
十
七

日
の
厚
生
委
で
一
部
修
正
採
決
、
参
院

で
は
二
十
二
日
の
委
員
会
で
採
決
さ
れ
、

患
者
の
反
対
意
見
は
か
え
り
み
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
審
議
は
、
衆
院
で

は
参
考
人
質
疑
を
含
め
て
も
四
日
間
で

七
時
間
半
、
参
院
で
は
た
っ
た
一
日
、

五
時
間
の
ス
ピ
ー
ド
審
議
で
、
ま
と
も

な
審
議
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

自
社
両
党
に
よ
る
修
正
で
は
、
入
院

時
食
事
代
の
二
段
階
実
施
や
低
所
得
者

対
策
、
長
期
入
院
患
者
対
策
と
と
も
に
、

実
施
三
年
後
に
は
。
医
療
保
険
制
度
に

つ
い
て
、
入
院
時
食
事
代
の
患
者
負
担

額
の
あ
り
方
を
含
む
、
給
付
と
費
用
負

担
の
あ
り
方
を
再
度
見
直
す
こ
と
も
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
制
度

の
改
悪
が
す
す
め
ら
れ
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
　
　

（
関
連
記
事
２
～
６
面
）
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入
院
給
食
の
患
者
負
担
導
入
な
ど
健
保

　

「
改
正
」
案
の
審
議
が
衆
議
院
で
ヤ
マ
場

を
迎
え
た
六
月
六
日
、
国
会
請
願
行
動
終

了
後
、
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
前
で
座
り

込
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
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国
会
請
願
行
動
終
了
後
、
急
遮
、
予
定

を
変
更
し
て
宿
泊
す
る
人
、
地
元
に
帰
る

時
間
を
遅
ら
せ
る
人
な
ど
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
代
表
四
十
五
人
で
、
午
後
四
時
か

ら
座
り
込
み
を
始
め
る
。

　

突
然
の
座
り
込
み
に
、
周
辺
の
１
　
戒
に

当
た
っ
て
い
た
警
察
官
、
国
会
衛
視
ら
が

駆
け
寄
り
緊
張
感
が
漂
う
が
、
整
然
と
し

た
行
動
に
、
排
除
な
ど
の
妨
害
は
で
き
な

か
っ
た
。

　

国
会
衛
視
は
「
ト
イ
レ
を
お
使
い
く
だ

丿
さ
い
、
中
に
自
販
機
が
あ
り
ま
す
。
風
邪

を
ひ
か
な
い
よ
う
に
」
と
好
意
的
だ
が
、

予
定
通
り
６
時
に
座
り
込
み
中
断
し
て
の

帰
り
際
、
警
察
官
「
静
か
な
の
で
何
も
言

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は

排
除
も
あ
り
ま
す
」
と
、
明
日
の
座
り
込

み
の
人
数
が
少
な
い
と
、
排
除
さ
れ
る
か

も
知
れ
な
い
と
不
安
が
よ
ぎ
る
が
、
座
り

込
み
を
終
け
る
こ
と
を
皆
で
確
認
し
て
第

一
日
目
を
終
了
す
る
。
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前
日
の
心
配
を
よ
そ
に
、
本
日
の
座
り

込
み
は
延
べ
三
十
五
人
。

医
労
連
江
尻
委
員
長
が
激
励

加藤厚生委員長も立ち寄る

　

衆
議
院
本
会
議
が
終
わ
り
、
議
員
が
続

々
と
目
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
い
く
、
「
お

願
い
し
ま
す
」
と
声
を
か
け
て
も
多
く
の

議
員
は
知
ら
ぬ
顔
、
○
○
議
、
△
△
議
員
、

外国人観光客にも訴える

　

×
×
議
員
よ
く
覚
え

　

て
お
き
ま
す
。
中
に

　

は
、
健
保
問
題
を
よ

　

く
知
っ
て
い
る
は
ず

　

の
議
員
も
い
る
。
わ

　

ざ
わ
ざ
激
励
に
寄
っ

　

て
き
て
く
れ
る
議
員

　

も
い
る
。

　
　

一
日
中
、
排
気
ガ

　

ス
を
吸
っ
て
い
る
と

目
も
痛
い
、
ノ
ド
が
痛

い
、
鼻
水
が
出
る
。

1994-7

　

、||･●釧轜
４θ８

六
月
八
日
（
水
）

晴
れ

　

座
り
込
み
延
べ
人
数
四
十
七
人
。

　

都
内
の
保
健
所
の
保
健
婦
さ
ん
が
応
援

の
座
り
込
み
に
参
加
し
て
く
れ
た
。
今
日
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か
ら
連
日
交
代
が
応
援
し
て
く
れ
る
と
の

こ
と
、
座
り
込
ん
で
い
る
皆
の
顔
が
一
段

と
輝
く
。
テ
レ
ビ
朝
日
の
取
材
が
来
る
。

今
日
は
人
通
り
が
多
く
、
少
し
ず
つ
反
響

が
広
が
っ
て
、
手
応
え
を
感
じ
る
。

　

国
会
衛
視
と
も
顔
な
じ
み
と
な
り
、
情

報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
「
厚
生
委
員
会

の
日
程
は
…
」
「
傍
聴
手
続
き
は
・
：
」
な

ど
親
切
に
教
え
て
く
れ
る
。
本
日
の
厚
生

委
員
会
は
九
時
過
ぎ
の
深
夜
審
議
の
模

様
、
傍
聴
を
予
定
し
て
い
た
が
、
明
日
の

行
動
も
あ
り
、
傍
聴
は
中
止
す
る
。
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ル
カ
ッ
パ
を
着
る
人
、
傘
を
さ
す
人
と

み
ん
な
の
意
気
は
高
く
、
な
か
な
か
休
憩

を
と
ら
な
い
。
午
後
に
な
。
り
雨
足
が
一
段

と
強
く
な
り
風
ま
で
が
吹
き
つ
け
る
。

　

午
後
、
名
古
屋
か
ら
児
島
美
都
子
先
生

が
駆
け
つ
け
、
雨
の
中
を
一
緒
に
参
加
し

て
、
み
ん
な
を
激
励
。

　

午
後
四
時
三
十
分
、
み
ん
な
の
体
を
考

え
、
早
め
に
切
り
上
げ
る
こ
と
を
き
め
、

会
館
入
口
へ
撤
収
。
こ
こ
で
思
わ
ぬ
ハ
プ

ニ
ン
グ
。
国
会
衛
視
と
私
服
警
察
が
駆
け

丿
寄
っ
て
「
今
、
座
り
込
み
の
一
団
が
議
員

会
館
に
突
然
な
だ
れ
込
ん
だ
と
の
情
報
が

あ
っ
た
」
と
、
顔
色
を
変
え
て
詰
め
寄
っ

て
く
る
。
雨
を
避
け
て
の
後
片
づ
け
が
思

わ
ぬ
方
向
に
飛
び
火
し
て
し
ま
っ
た
が
、

誤
解
と
わ
か
り
。
こ
と
な
き
を
得
た
。

　

よ
う
や
く
毎
日
新

聞
に
記
事
が
載
っ

た
。
家
庭
欄
の
左
片

149

傍
聴
入
氏
お
り
斜

　

″

　

し

厚
生
委
引
４
　
吸
聴
１
　

Ｊ
゛
勺
議
者

隅
。
池
端
議
員
秘
書
か
ら
、
新
聞
の
コ
ピ

ー
を
も
ら
い
、
み
ん
な
で
回
し
読
む
。

　

天
気
も
回
復
し
、
座
り
込
み
延
べ
人
数

は
五
十
五
人
。
大
阪
難
病
連
の
十
一
人
が

到
着
し
、
座
り
込
み
の
熱
気
が
一
段
と
盛

り
上
が
る
。

　

委
員
会
審
議
が
終
わ
り
、
厚
生
委
員
が

議
員
会
館
に
引
き
揚
げ
て
い
く
。
加
藤
万

吉
（
社
会
党
）
厚
生
委
員
長
が
立
ち
寄
り

「
内
容
は
よ
く
分
か

っ
た
、
問
題
点
も
分

か
っ
て
き
た
。
廃
案

と
の
声
も
あ
る
が
予

算
と
の
関
連
で
む
ず
か
し
い
」
と
い
う
。

参
考
人
と
し
て
出
席
さ
れ
た
室
生
先
生
も

わ
ざ
わ
ざ
立
ち
寄
っ
て
、
「
給
食
の
患
者

負
担
に
は
反
対
で
す
。
付
添
看
護
婦
解
消

と
い
う
の
は
マ
ユ
ッ
バ
。
自
民
党
推
薦
の

参
考
人
も
患
者
だ
け
に
負
担
さ
せ
る
の
は

問
題
だ
と
発
言
し
て
い
る
」
と
委
員
会
審

議
の
模
様
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

準
備
の
期
間
も
な
く
、
緊
急
に
呼
び
か

け
て
始
め
た
「
座
り
込
み
」
は
、
予
想
を

は
る
か
に
越
え
て
延
べ
人
数
で
は
二
百
二

十
人
に
も
の
ぽ
っ
た
。
体
力
が
持
つ
か
、

救
急
車
の
世
話
に
な
ら
な
い
か
と
心
配
し

た
こ
と
が
杞
憂
に
終
わ
り
、
ひ
と
安
心
。

　

健
保
法
案
の
廃
案
め
ざ
し
、
一
層
の
団

結
を
み
ん
な
で
誓
い
合
っ
て
、
無
事
五
日

間
の
座
り
込
み
を
終
え
た
。
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恐
れ
て
い
た
天
候
、
梅
雨
の
時
期
だ
か

ら
当
然
と
は
い
え
肌
寒
い
。
雨
に
も
か
か

わ
ら
ず
延
べ
人
数
三
十
九
人
。

　

雨
の
た
め
、
携
帯
用
折
り
た
た
み
椅
子

を
用
意
す
る
。
体
を
冷
や
さ
や
い
よ
う
に

交
代
で
座
り
込
む
こ
と
に
し
た
が
、
ビ
ニ
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健
康
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

る
療
養
上
の
管
理
及
び
そ
の

　

医
療
保
険
制
度
を
通
じ
、
良
質
か
つ
適

切
な
医
療
の
効
果
的
か
つ
安
定
的
な
提
供

を
図
る
と
と
も
に
、
老
人
保
健
福
祉
施
策

を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
療
養
の
給

付
に
係
る
規
定
の
整
備
、
訪
問
看
護
療
養

費
及
び
入
院
時
食
事
療
養
費
の
創
設
、
出

産
育
児
一
時
金
の
創
設
、
療
養
取
扱
機
関

等
の
廃
止
、
拠
出
金
に
よ
る
事
業
の
実
施
、

利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
整

備
そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
す

七
い
口
ｙ
ｙ
ｙ
ｋ
い
い
こ
¨
叫
し
‐

利
Ｇ
リ

療
養
の
給
付 改
い
正
の
し
要
点

①

　

病
院
又
は
診
療
所
へ
の
収
容
と
い
う

　

療
養
の
給
付
を
、
病
院
又
は
診
療
所
へ

　

の
入
院
及
び
そ
の
療
養
に
伴
う
世
話
そ

　

の
他
の
看
護
に
改
め
、
保
険
者
が
行
う

　

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
看
護
の
規
定
を
削

　

除
す
る
こ
と
。

②

　

療
養
の
給
付
と
し
て
、
居
宅
に
お
け

　

う
世
話
そ
の
他
の
看
護
を
規
定
す
る
こ

③

　

療
養
の
給
付
は
入
院
時
の
食
事
の
提

　

供
た
る
療
養
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る

④

　

移
送
を
療
養
の
給
付
か
ら
除
く
こ

⑤

　

療
養
の
給
付
は
す
べ
て
保
険
医
療
機

　

関
等
が
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

付
添
看
護
に
係
る
療
養
費

①

　

厚
生
大
臣
の
定
め
る
病
院
又
は
診
療

　

所
に
入
院
し
て
い
る
被
保
険
者
又
は
被

　

保
険
者
で
あ
っ
た
者
が
、
当
該
病
院
又

　

は
診
療
所
の
従
業
員
以
外
の
者
の
提
供

　

す
る
看
護
を
受
け
た
と
き
は
、
平
成
八

　

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
り
、

　

保
険
者
は
、
そ
の
付
添
看
護
に
つ
い
て
、

　

療
養
費
を
支
給
で
き
る
も
の
と
す
る
こ

訪
問
看
護
療
養
費

①

　

疾
病
又
は
負
傷
に
よ
り
居
宅
に
お
い

　

て
継
続
し
て
療
養
を
受
け
る
状
態
に
あ

　

る
者
に
対
し
、
そ
の
者
の
居
宅
に
お
い

1 4ﾂﾞ

　

て
看
護
婦
等
が
行
う
療
養
上
の
世
話
又

　

は
必
要
な
診
療
の
補
助
を
行
う
事
業
を

　

行
う
も
の
で
あ
っ
て
、
都
道
府
県
知
事

　

の
指
定
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
被
保
険

　

者
が
、
当
該
指
定
に
係
る
訪
問
看
護
を

　

行
う
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
訪
問
看

　

護
を
受
け
た
と
き
は
、
保
険
者
は
、
訪

　

問
看
護
療
養
費
を
支
給
す
る
こ
と
。

入
院
時
食
事
療
養
費

①

　

被
保
険
者
が
保
険
医
療
機
関
等
に
お

　

い
て
、
入
院
た
る
療
養
の
給
付
と
併
せ

　

て
受
け
た
食
事
療
養
に
つ
い
て
は
。
保

　

険
者
は
、
入
院
時
食
事
療
養
費
を
支
給

　

す
る
こ
と
。

②

　

入
院
時
食
事
療
養
費
の
額
は
、
当
該

　

食
事
療
養
に
つ
き
、
食
事
療
養
に
要
す

　

る
平
均
的
な
費
用
の
額
を
勘
案
し
て
厚

　

生
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し

　

た
費
用
の
額
か
ら
、
平
均
的
な
家
計
に

　

お
け
る
食
費
の
状
況
を
勘
案
し
て
厚
生

　

大
臣
が
定
め
る
額
を
控
除
し
た
額
と
す

③

　

厚
生
大
臣
は
、
②
の
基
準
を
定
め
よ

　

う
と
す
る
と
き
は
、
中
央
社
会
保
険
医

　

療
協
議
会
に
諮
問
す
る
も
の
と
す
る
こ

④

　

厚
生
大
臣
は
、
標
準
負
担
額
を
定
め

　

た
後
に
食
費
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
が

　

著
し
く
変
動
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に

　

そ
の
額
を
改
定
す
る
も
の
と
す
る
こ

⑤

　

食
事
療
養
に
要
し
た
費
用
は
、
高
額

　

療
養
費
の
対
象
た
る
費
用
に
は
含
ま
れ

　

な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

移
送
費

①

　

被
保
険
者
が
療
養
の
給
付
等
の
た
め

　

に
病
院
又
は
診
療
所
に
移
送
さ
れ
た
と

　

き
は
、
保
険
者
が
必
要
で
あ
る
と
認
め

　

た
場
合
に
は
、
移
送
費
と
し
て
命
令
の

　

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を

　

支
給
す
る
こ
と
。

出
産
育
児
一
時
金

①

　

被
保
険
者
が
分
娩
し
た
と
き
は
、
出

　

産
育
児
一
時
金
と
し
て
政
令
で
定
め
る

　

額
を
支
給
す
る
こ
と
。

傷
病
手
当
金

　
　

入
院
し
て
い
る
被
保
険
者
で
あ
っ

　

て
、
被
扶
養
者
が
い
な
い
も
の
に
係
る

　

傷
病
手
当
金
及
び
出
産
手
当
金
の
額
に

　

つ
い
て
、
そ
の
減
額
措
置
を
廃
止
す
る

施
行
期
日

　

こ
の
法
律
は
、
平
成
六
年
十
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
改
正

規
定
に
つ
い
て
は
各
々
に
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
こ
と
。
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以
下
略

　

ど



1976年２月25日第三種郵便物認可（毎週４回月曜・火咄・木曜・金曜発行)S SKO　増刊通巻1912号　1994年８月５ロ発行

修
正
案
要
綱

６
／
2
1
衆
議
院
可
決

一

　

入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
準
備
負

担
額
は
、
平
成
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
の

間
、
六
百
円
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

　

医
療
保
険
制
度
及
び
老
人
保
健
制
度

に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年

を
目
途
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
目
的

を
踏
ま
え
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
お
け

る
こ
れ
ら
の
制
度
の
実
施
状
況
、
国
民
医

療
費
の
動
向
、
社
会
経
済
情
勢
の
推
移
等

を
勘
案
し
、
入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る

患
者
負
担
の
在
り
方
を
含
め
、
給
付
及
び

入院時の食事に係る

標　準　負　担　楽

政府提出案 衆議院における修正

94年10月～ 94年10月～ 96年10月～

一　　　　　　般 800円 600円 800円

飯
能

３月目までの入院 660円 450円 660円

４月目以降の入院 660円 300円 500円

市町村民税非課税匹帯の

老齢福祉年金受給権者
300円 200円 300円

法律案には一般の楊合の経過措盾の金額(600円）を規定。

費
用
負
担
の
在
り
方
等
に
関
し
て
検
討
が

加
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と
。

附
帯
決
議

６
／
2
1
衆
議
院
可
決

　

政
府
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ

る
。
一

　

付
添
看
護
の
解
消
に
伴
う
基
準
看
護

　

制
度
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
看
護

　

・
介
護
職
員
に
つ
い
て
診
療
報
酬
上
適

　

切
な
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
重
篤
・

　

術
後
の
患
者
に
つ
い
て
評
価
を
検
討
す

　

る
な
ど
、
看
護
の
質
の
低
下
を
招
く
こ

　

と
の
な
い
よ
う
適
切
に
配
慮
す
る
こ

二

　

付
添
看
護
に
係
る
保
険
外
負
担
の
解

　

消
に
つ
い
て
は
、
看
護
・
介
護
職
員
の

　

病
内
化
の
円
滑
な
促
進
が
図
ら
れ
る
よ

　

う
適
切
な
配
慮
を
行
い
つ
つ
、
ま
た
、

　

付
添
婦
及
び
そ
の
紹
介
に
挑
わ
る
事
業

　

者
が
院
内
化
の
動
向
に
適
切
な
対
応
で

　

き
る
よ
う
、
弾
力
的
な
雇
用
形
態
に
対

　

す
る
診
療
報
酬
上
の
評
価
な
ど
着
実
な

　

実
施
の
た
め
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る

　
　

ま
た
必
要
に
応
じ
付
添
看
護
の
解
消

　

の
状
況
等
の
実
態
を
調
査
し
、
そ
の
結

１５

　

果
を
踏
ま
え
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る

三

　

入
院
時
食
事
療
養
費
の
定
額
自
己
負

　

担
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村

　

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
者
の
負
担

　

が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
、
こ
れ
ら
の

　

者
の
入
院
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
に
配

　

慮
し
つ
つ
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ

　
　

ま
た
、
一
般
の
食
費
負
担
額
が
、
平

　

均
的
な
家
計
に
お
け
る
状
況
を
勘
案
し

　

た
額
か
ら
経
過
的
に
六
百
円
に
軽
減
さ

　

れ
た
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
、
市
町
村

　

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
者
の
負
担

　

に
つ
い
て
も
、
そ
の
入
院
が
長
期
に
わ

　

た
る
場
合
に
配
慮
し
つ
つ
、
経
過
措
置

　

を
講
ず
る
こ
と
。

四

　

入
院
医
療
に
お
け
る
栄
養
指
導
の
重

　

要
性
に
鑑
み
、
栄
養
士
に
よ
る
ベ
ッ
ド

　

サ
イ
ド
で
の
栄
養
指
導
及
び
栄
養
管
理

　

に
対
す
る
診
療
報
酬
上
の
評
価
な
ど
所

　

要
の
措
置
を
講
じ
、
入
院
時
の
食
事
の

　

改
善
を
図
る
こ
と
。
在
宅
医
療
充
実
の

　

た
め
に
訪
問
栄
養
指
導
に
つ
い
て
も
診

　

療
報
酬
上
の
評
価
な
ど
所
要
の
措
置
を

　

講
ず
る
こ
と
。

五

　

訪
問
看
護
、
在
宅
歯
科
医
療
、
在
宅

　

薬
剤
管
理
な
ど
、
在
宅
医
療
の
推
進
を

　

図
る
た
め
、
診
療
報
酬
上
の
評
価
な
ど

　

所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

六

　

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
た
め
の

　

各
般
の
施
策
の
拡
充
及
び
施
設
整
備
の

　

計
画
的
推
進
を
図
る
こ
と
。
そ
の
一
環

　

と
し
て
診
療
報
酬
上
の
評
価
に
つ
い
て

　

検
討
を
加
え
る
こ
と
。
ま
た
、
精
神
医

　

療
に
お
け
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
に
つ

　

い
て
早
急
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
。

七

　

精
神
薄
弱
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を

　

促
進
す
る
た
め
、
各
般
の
施
策
の
推
進

　

を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
障
害
の
発
生

　

予
防
及
び
療
育
の
推
進
を
図
る
こ
と
。

八

　

難
病
対
策
に
つ
い
て
は
、
患
者
の
実

　

態
を
十
分
に
踏
ま
え
、
施
策
全
般
に
わ

　

た
る
見
直
し
を
行
い
充
実
を
図
る
こ

九

　

医
薬
品
の
適
正
な
使
用
の
推
進
を
図

　

る
た
め
、
製
薬
企
業
に
お
け
る
医
薬
品

　

情
報
の
収
集
、
提
供
体
制
の
充
実
及
び

　

医
薬
情
報
担
当
者
の
資
質
向
上
、
医
療

　

機
関
に
お
け
る
医
薬
品
情
報
管
理
室
の

　

整
備
な
ど
医
薬
品
情
報
の
有
効
活
用
、

　

医
薬
分
業
の
推
進
等
必
要
な
施
策
の
推

　

進
に
努
力
す
る
こ
と
。

十

　

今
後
の
高
齢
者
の
介
護
ニ
ー
ズ
の
増

　

大
・
多
様
化
等
に
応
え
て
い
く
た
め
、

　

総
合
プ
ラ
ン
と
し
て
新
し
い
ゴ
ー
ル
ド

　

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
そ
の
積
極
的
推
進

　

に
努
め
る
こ
と
。

　
　

ま
た
、
医
療
・
福
祉
・
年
金
等
社
会

　

保
障
全
般
に
わ
た
る
課
題
と
し
て
、
新

　

た
な
介
護
シ
ス
テ
ム
の
早
急
な
確
立
に

　

努
め
る
こ
と
。

釘７1994-7⊃川卜卜丿
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第９回

総会開催

社
会
保
障
の
後
退
を
阻
止
し

運
動
の
前
進
を

　

入
院
給
食
の
患
者
負
担
導
入
を
は
か
る

健
康
保
険
法
改
悪
案
、
老
齢
年
金
の
支
給

開
始
を
繰
り
延
べ
る
年
金
法
改
悪
案
な

ど
、
わ
が
国
の
社
会
保
障
制
度
の
改
悪
が

す
す
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
中
で
、
第

九
回
総
会
は
六
月
五
日
、
東
京
・
中
野
サ

ン
プ
ラ
ザ
で
、
午
後
一
時
よ
り
開
会
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
は
、
新
規
加
盟
団
体
で
あ
る
「
も

や
の
会
」
を
は
じ
め
加
盟
三
十
三
団
体
の

評
議
員
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
含
め
、
全
国

か
ら
九
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
伊
藤
代
表
幹
事
は
「
私
た
ち
は

昨
年
の
第
八
回
総
会
で
、
い
ち
早
く
健
保

改
悪
に
反
対
す
る
運
動
を
呼
び
か
け
、
署

名
運
動
を
は
じ
め
、
1
1
・
1
5
大
集
会
を
成

功
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
政
府
、
厚
生

省
は
、
患
者
や
国
民
の
声
も
聞
か
ず
、
十

分
な
審
議
も
経
な
い
で
、
重
要
な
法
案
の

採
決
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
障
の
後
退
を
食
い
止
め
、
豊
か

な
医
療
・
福
祉
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
実

り
豊
か
な
討
議
を
行
い
、
総
会
を
成
功
さ

せ
ま
し
ょ
う
」
と
、
あ
い
さ
つ
。

　

総
会
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
来
賓
か
ら

の
激
励
と
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
た
後
、
議

長
団
に
松
田
之
利
（
岐
阜
県
難
病
連
）
、

西
村
昭
（
日
ぜ
ん
連
）
の
両
氏
を
選
出
し

て
議
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
活
動
報
告
は
、
小
林
事
務
局
長

か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
寛
社
会
保
障
の
理
念
等
の
見
直
し
」
報

告
を
手
始
め
に
、
医
療
保
険
制
度
、
年
金

制
度
、
保
健
所
制
度
、
診
療
報
酬
、
難
病

対
策
と
、
医
療
・
福
祉
に
か
か
わ
る
制
度

の
大
幅
な
「
見
直
し
」
案
を
次
々
と
す
す

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
医

１６

療
・
福
祉
を
め
ぐ
る
激
し
く
厳
し
い
動
き

の
中
で
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
こ
の
一
年
間
、
入
院

給
食
の
患
者
負
担
に
反
対
す
る
運
動
を
中

心
と
し
て
運
動
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　

入
院
給
食
の
患
者
負
担
に
反
対
す
る
運

動
で
は
、
厚
生
大
臣
宛
の
緊
急
陳
情
署
名

に
取
り
組
み
、
わ
が
す
三
か
月
足
ら
ず
で

約
八
十
万
人
分
の
署
名
を
集
め
る
と
い
う

成
果
を
上
げ
、
十
一
月
十
五
目
に
は
、
全

国
か
ら
四
百
五
十
人
が
参
加
し
て
集
会
、

国
会
請
願
、
厚
生
省
交
渉
と
、
患
者
団
体

と
し
て
は
、
か
つ
て
な
い
多
く
の
参
加
者

で
集
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
間
は
、
健
保
に
明
け
暮
れ
た

年
で
し
た
が
、
加
盟
団
体
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
み
、
私
た
ち
の
運
動
へ
の
確
信

を
抱
か
せ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
健
保
改
悪
反
対
運
動
な
ど
に
取

り
組
み
な
が
ら
、
患
者
・
家
族
の
願
い
を

実
現
す
る
た
め
の
諸
活
動
を
強
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
と
報
告
。

　

前
年
度
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
新
規
加
盟

団
体
で
あ
る
「
も
や
も
や
病
の
患
者
と
家

族
の
会
Ｌ
の
脇
田
代
表
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、
患
者
会
の
概
要
と
新
規
加
盟
の
決
意

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
活
動
方
針
案
は
、
伊
藤
代
表
幹

事
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
い
ま
、
戦
前
・
戦
後
ら
通
じ

て
、
最
も
重
大
な
社
会
保
障
の
根
本
に
関

わ
る
後
退
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
臨

調
改
革
路
線
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
我
が

国
の
「
社
会
保
障
」
が
な
し
崩
し
的
に
崩

壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
私
た
ち
は
、
社
会

保
障
の
後
退
を
く
い
止
め
、
患
者
・
障
害

者
・
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
、
患
者
運
動
の
力

量
を
向
上
さ
せ
、
運
動
の
継
続
と
発
展
を

め
ざ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
国
の

患
者
家
族
団
体
に
連
帯
を
呼
び
か
け
、
仲

間
の
輪
を
一
層
し
っ
か
り
と
強
め
、
拡
げ

ま
し
ょ
う
と
、
提
案
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
会
計
予
算
案
の
提
案
の
後
に
、

活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
活
動
方
針
案
。

予
算
案
は
一
括
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
度
役
員
は
、
伊
藤
文
博
常
任
幹
事

よ
り
提
案
、
代
表
幹
事
二
人
、
事
務
局
長

一
人
、
幹
事
三
十
三
人
、
会
計
監
査
二
人

の
立
候
補
者
全
員
を
原
案
通
り
承
認
。
続

い
て
、
幹
事
の
中
か
ら
新
し
く
常
任
幹
事

八
人
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
落
合
希
子
常
任
幹
事
か
ら
「
総

合
ア
ピ
ー
ル
案
」
が
、
山
崎
洋
一
常
任
幹

事
か
ら
「
健
保
法
『
改
正
』
案
に
反
対
す

る
特
別
決
議
案
」
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

翌
日
の
国
会
請
願
行
動
、
引
き
続
き
行

わ
れ
る
「
健
保
改
悪
反
対
座
り
込
み
」
に

向
け
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
を

確
認
し
て
、
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

丿工〇∧り1994-7４ｊ２
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患
者
運
動
の
力
量
を
強
め
よ
う

　
　
　
　
　
　

ぷ
活
動
方
針
案
報
告

患
者
会
活
動
と

’
、
・
’
‘
‐
・
一
Ｉ
・
・
ｌ
ｒ
“
Ｊ
ｊ
・
～
・
１
２
・
ｊ
ｄ
Ｆ
；
ｊ
Ｆ
・
ｉ
２
・
一
一

社
会
保
障

　

患
者
会
の
果
た
す
役
割
は
、
大
き
く
三

つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。

　
　

「
自
分
の
体
・
病
気
を
正
し
く
知
る
こ

と
」
、
「
同
病
者
の
励
ま
し
に
よ
っ
て
病

気
に
う
ち
克
つ
勇
気
を
持
つ
こ
と
」
、
そ

し
て
、
も
う
一
つ
「
病
気
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
闘
病
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

福
祉
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
」
と
い
う
役

割
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
今
、
社
会
保
障
の
根
幹
に
か

か
わ
る
後
退
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
　

「
高
福
祉
・
高
負
担
」
か
「
中
福
祉
・

中
負
担
」
か
と
国
民
に
そ
の
選
択
を
迫
り
、

　

「
自
助
努
力
と
連
帯
」
「
適
正
給
付
・
適

正
負
担
」
と
い
う
耳
障
り
の
良
さ
そ
う
な

言
葉
を
使
い
な
が
ら
、
そ
の
実
態
は
、
国

方針案へ発言の米田さん

家
が
国
家
へ
の
義
務
を
放
棄
し
、
生
命
と

健
康
を
国
民
各
自
の
経
済
力
に
応
じ
て
守

れ
、
と
い
う
状
況
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
健
保
法
改
悪
案
は
、
そ
の
実
行
で

あ
り
、
経
済
的
弱
者
、
難
病
患
者
や
障
害

者
、
高
齢
者
の
生
活
に
大
き
な
打
撃
を
与

え
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
年
金
制
度
「
改

正
」
は
、
患
者
・
障
害
者
の
生
活
を
よ
り

一
層
困
難
に
陥
れ
、
病
弱
高
齢
者
に
と
っ

て
は
生
き
る
希
望
さ
え
失
わ
せ
る
も
の
で

す
。

　

在
宅
医
療
の
推
進
や
い
わ
ゆ
る
難
病
患

者
の
治
療
に
あ
っ
て
は
、
医
療
の
選
択
、

重
症
患
者
の
入
院
医
療
を
保
障
し
た
も
の

で
は
な
く
、
在
宅
医
療
も
マ
ン
パ
ワ
ー
の

充
実
も
な
い
ま
ま
の
病
院
追
い
出
し
と
、

家
族
介
護
へ
の
依
存
と
い
う
の
が
実
際
の

姿
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
保
健
法
の
「
改
正
」
は
難
病
対
策

を
狭
め
る
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、
在
宅

医
療
・
介
護
を
支
援
し
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を

充
足
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

福
祉
八
法
改
正
に
よ
る
市
町
村
格
差
は

拡
大
傾
向
に
あ
り
、
様
々
な
矛
盾
を
引
き

７

起
こ
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
格
差
の
解

消
と
、
よ
り
一
層
の
「
身
近
な
福
祉
」
の

実
現
に
向
け
て
の
活
動
も
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
「
国
民
福
祉
税
」
は
当
面

最
も
１
　
戒
を
要
す
る
問
題
で
す
。
国
民
の

中
に
重
税
感
の
対
象
が
「
福
祉
」
と
す
り

替
え
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
す
。

患
者
主
体
の

　

ｙ

…
…
…
…
…
…
―
…
…
…
’
４
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ド
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’
…
…
…
…
ト
’
≒
…
…
…
…
…
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医
療
の
確
立
へ

　

運
動
課
題
が
山
積
し
、
私
た
ち
の
力
に

は
余
る
も
の
で
あ
り
、
生
活
を
お
び
や
か

し
、
将
来
へ
の
希
望
の
灯
を
吹
き
消
し
か

　

〈
原
田
恒
夫
・
宮
崎
県
難
病
連
〉

　

昨
年
度
の
請
願
が
不
採
決
と
な
っ
た
理

由
は
、
時
期
と
請
願
項
目
に
問
題
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

　

（
小
林
事
務
局
長
》

　

昨
年
度
は
、
国
会
解
散
が
あ
っ
て
審
識

未
了
と
な
っ
た
の
で
、
秋
の
臨
時
国
会
に

同
じ
請
願
を
役
員
名
で
出
し
ま
し
た
。
不

採
択
の
理
由
が
「
難
病
セ
ン
タ
ー
建
設
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
各
地
で
建
設
の

動
き
が
出
て
い
ま
す
。
重
要
な
項
目
と
し

て
は
ず
せ
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

〈
田
沢
英
子
・
大
阪
難
病
連
〉

　

難
病
対
策
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
対
策

の
「
後
退
」
に
な
ら
な
い
よ
う
と
あ
り
ま

ね
ま
せ
ん
が
、
闘
病
と
患
者
会
活
動
の
上

に
、
さ
ら
に
運
動
を
す
す
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
「
患
者
・
障

害
者
の
権
利
意
識
の
改
革
」
に
向
け
、
患

者
側
か
ら
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ー
コ
ン
セ
ン

ト
の
確
立
が
必
要
で
す
。

　

多
く
の
課
題
と
障
害
を
か
か
え
て
い
ま

す
が
、
今
、
私
た
ち
は
患
者
運
動
の
力
量

を
向
上
さ
せ
、
運
動
の
継
続
と
発
展
を
め

ざ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

全
国
の
患
者
・
家
族
団
体
に
連
帯
を
呼

び
か
け
、
仲
間
の
輪
を
一
層
し
っ
か
り
と

強
め
、
拡
げ
ま
し
ょ
う
。

す
が
、
「
後
退
」
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
。

　

（
伊
藤
代
表
幹
事
》

　

現
実
に
後
退
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
阻

止
し
、
制
度
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
、

進
ん
だ
諸
外
国
に
学
び
、
現
状
に
適
し
た

制
度
を
提
案
し
て
い
く
だ
け
の
力
量
を
持

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

〈
小
林
登
・
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会
〉

　

保
健
所
の
統
廃
合
な
ど
、
地
域
保
健
法

は
住
民
不
在
の
保
健
所
を
作
り
出
す
お
そ

れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

　

《
伊
藤
代
表
幹
事
）

　

保
健
所
は
、
地
域
、
疾
病
に
よ
り
結
び

つ
き
に
差
が
あ
り
、
役
割
に
対
す
る
私
た

ち
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
後
、
活
動
の
中
で
保
健
婦
さ
ん
と

交
流
し
、
学
習
を
深
め
て
い
き
た
い
。

４ｊ３
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私たちは今、かつてない不安と危機感の中にいます。

　

入院すれば治療代の他に食事代を、ペッドのまわりをカ

ーテンで仕切ってあれば室料を取られる、治療が長びけば

退院をせまられる……、病気は辛いけれど、せめて治療は

安心して受けたい、という患者のせつない願いが。一つま

たひとつと剥ぎ取られようとしています。今国会に提出さ

れた健康保険制度改悪案は、わたしたち患者の苦しみに耳

をかそうとしないまま、審議をはじめました。

　

昨年の11月15日には、この案の反対を掲げて、全国から

集まった78万の署名を持ち、450人の患者・家族が集会と

デモ行進を行いました。短期間にもかかわらず、予想を超

えた署名と参加者数は、この問題の切実さと緊迫感を物語

っています。

　

そうなのです。「たかが800円」ではないことは長期入院

を余儀なくされる私たちが一番良く知っているからです。

　

私たちの生活を支える年金制度も大幅に見直されようと

しています。病身に鞭打って必死で働き、ようやく60歳を

迎えても、頼りの年金が逃げていってしまうのでは泣くに

泣けません。

　

突然打ち出された「国民福祉税」構想も、私たちを震撚

させました。３％の消費税さえ負担に耐えかねているのに、

７％もの税金をとられたら、患者・家族の生活はたちどこ

ろに逼迫するでしょう。この案は一夜にしてついえました

が、今また新型間接税として増税構想が浮上しています。

名前は何であれ、消費税率の引き上げに他ならず、私たち

は「福祉」に名を借りた増税を断じて認めることはできま

せん。

　

これら一連の動きは、政府の「21世紀福祉ビジョン」構

想の流れの中にあり、これからの「福祉社会」像は、高福

祉・高負担型社会福祉でも、低福祉・低負担型社会福祉で

もない。公・民の適切な組み合わせによる、「適正給付・

適正負担」という、今までの社会保障の理念から大きく後

退した、わが国独自の社会福祉を目指すものと政府は宣伝

します。何をもって「適正」とするのか。国民の声を全く

無視した「適正」が、政策としてまかり通るのを、私たち

は体をはってでも阻止しなければなりません。

　　

「国民にすこやかで、安心できる生活を保障することを

目的とする」という本来の社会福祉を目指して、健保・年

金の改悪を許さない大きな運動の新たな第一歩を踏み出し

ましう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1994年６月５日

　　　　　　　　　　　

日本患者・家族団体協議会（ＪＰＣ）

　　　　　　　　　　　　　　　　

第９回総会

４Ｈ

が
、
対
策
の
「
後
退
」
に
な
ら
な
い
よ
う
．
国
へ
の
働
き

院
拒
否
、
退
院
強
要
を
な
く
し
在
宅
介
護
の
家
族
負
担
を

３

　

難
病
対
策
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
対
策
の
「
見
直
し
」

　

６

　

医
療
法
改
悪
と
診
療
報
酬
改
訂
に
よ
る
重
症
患
者
の
入

Ｉ

　

患
者
・
家
族
の
希
い
と
現
状
を
く
み
あ
げ
、
保
健
、
医

　

療
、
福
祉
、
教
育
、
就
労
、
住
宅
、
交
通
な
ど
、
幅
広
い

　

要
求
実
現
の
た
め
の
活
動
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

２

　

入
院
給
食
の
自
己
負
担
、
室
料
差
額
の
徴
収
、
付
添
看

　

護
の
保
険
除
外
、
一
部
薬
剤
の
保
険
は
ず
し
な
ど
、
患
者

　

・
家
族
の
経
済
的
負
担
を
大
き
く
す
る
健
康
保
険
法
の
改

　

悪
反
対
運
動
を
一
層
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う
。

1
0

　

加
盟
団
体
の
相
互
理
解
と
相
互
援
助
、
連
帯
を
一
層
強

　

め
、
日
本
の
患
者
運
動
を
力
強
く
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

障
害
年
金
の
給
付
を
拡
大
し
、
障
害
者
、
難
病
患
者
、
病

　
　

者
運
動
研
究
所
」
の
設
立
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

弱
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
年
金
制
度
改
革
と
無
年

　

９

　

安
定
し
た
財
源
を
保
証
す
る
Ｊ
Ｐ
Ｃ
協
力
会
員
の
拡
大

金
障
害
者
の
一
日
も
早
い
救
済
を
め
ざ
す
運
動
を
す
す
め

　
　

運
動
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
活
動
の
重
点
課
題

４

　

総
合
的
な
難
病
対
策
の
推
進
と
、
地
域
の
難
病
対
策
の

　

中
心
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
の
難
病
患
者
・
障
害
者
・
家

　

族
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
難
病
セ
ン
タ
ー
を
全
国
都
道
府

　

県
に
設
置
さ
せ
る
運
動
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

５

　

老
齢
年
金
の
6
5
歳
支
給
開
始
の
切
り
下
げ
に
反
対
し
、

か
け
を
強
め
、

ま
し
ょ
う
。

　
　

○

さ
ら
に
充
実
発
展
さ
せ
る
運
動
を
す
す
め

　

軽
減
さ
せ
、
安
心
し
て
入
院
、
外
来
、
在
宅
で
の
診
療
を

　

受
け
ら
れ
る
よ
う
改
善
さ
せ
る
運
動
を
す
す
め
ま
し
よ

７

　

福
祉
八
法
改
正
に
よ
る
福
祉
の
市
町
村
格
差
を
解
消
す

　

る
運
動
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

８

　

患
者
運
動
の
歴
史
と
遺
産
を
引
き
継
ぎ
、
患
者
運
動
の

　

理
論
化
と
政
策
提
案
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
に
、
「
患

1994-7 ☆Ｏう亘＞］
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(単位：円)

　　

1993年度決算報告

自：1993. 4. 1　至:1994. 3. 31

収

入

の

部

項　　　目 予算額 決算額 予算比 備　　　　　　考
分　　　担　　　金

協　　力　　会　　費

機関誌購読料

募　　　　　　　　金

寄　　　付　　　金
雑　　　収　　　入

3, 600, 000

2, 100, 000

　　900,000

4, 200, 0( 0

8, 000, 000

　　139,675

3,762,843

1,234,000

　　915,000

5,141,695

8, 285, 249

　　139,188

104.5

　58.8

101.7

122.4

103.6

　99.7

411□

有料購読分
健保陳情募金、請願募金地

物品販売還元、一般寄付

利息、謝礼など
小 汁 18, 939, 675 19, 477, 975 102.8

前　期　繰　越 1, 660, 325 1, 660, 325 100.0

合　　　　　　　計 20, 600, 000 21, 138,300 102.6

支

出

の

部

会　　　議　　　費

機関誌発行費

印　　　刷　　　費

旅　費　行　勣　費

事　　　業　　　費
調　査　研　究　費
m　　　ia　　　y!t

人　　　件　　　費
事　務　所　費

備品消耗品費

協力会費還元支出

寄付金還元支出

事務所設置積立金

雑　　　　　　　費

2, 800, 000

　　950, 000

2, 200, 000

　　250, 000

　　600, 000

　　100,000

　　800,000

5, 182, 250

1,080, ono

　　400, 000

　　630, 000

4, 200, 000

　　500, 000

　　　57, 750

2,669,611

1,008,047

1,714,744

　　239, 496

　　477,447

　　　11,855

　　736,231

5,100,515

　　960,000

　　538,461

　　378, 900

4, 204, 834

　　500,000

　　　24,033

　95.3

106. 1

　77.9

　95.8

　79.6

　11.9

　92.0

　98.4

　88.9

134.6

　60.1

100. 1

100.0

　41.6

総会､幹事会､常任幹事会佳

39～43号印刷代、送料他

署名用紙､チラシ､資料など

各種行動

交流会、研修派遣費など

書籍購入など

切手代､電話代､振込手数料

事務局員給与､アルバイト他
琲務所家賃、共益費佳

什器備品類、リース代など

協力会費還元分

取扱団体還元分

93年度分積み立て

慶弔費他
/b　　　　　　　　訓一

予　　　備　　　費

19, 750,000

　　　850, 000

18,564,174

　　　　　　　　0

94.0

　0.0

合　　　　　　　　計 20, 600, 000 18,564, 174 90.1

会
計
監
査
報
告
書

　

一
九
九
三
年
度
「
日
本
患
者
・
家
族
団

体
協
議
会
」
の
決
算
に
つ
い
て
、
会
計
帳

簿
類
、
証
ひ
ょ
う
類
、
現
金
、
預
金
な
ど

の
Ｉ
切
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
、
す
べ

て
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め

報
告
し
ま
す
。

　

一
九
九
三
年
五
月
十
三
日

　

会
計
監
査

　
　

瀬
志
本

　

正

　

夫

　

＠

　
　
　

同

　
　
　

石

　

田

　

雅

　

男

　

⑩

(単位：円)

　　　

1994年度予算

自:1994. 4. 1　至:1995. 3. 31

･･9

収

入

の

部

項　　　　目 93年度決算 94年度予算 構成比 備　　　　　　　考
分　　　担　　　金

協　力　会　費

機関誌購読料

蜀:　　　　　　　金

寄　　　付　　　金

雑　　　収　　　入

3,762,843

1,234,000

　　915, 000

5, 141,695

8,285,249

　　139, 188

3, 850, 000

2,100,000

　　900, 000

5, 000, 000

8, 000, 000

　　　75, 874

17.1

　9.3

　4.0

22.2

35.6

　0.3

前年度決算額の１％以上

700□

有料贈賄分

国会請願募金

物品販売還元、一般寄付

利息、集会収支など

小　　　　　　　　計 19, 477, 975 19. 925, 874 88.6

前　期　繰　越 1,660,325 2,574, 126 11.4

合　　　　　　　計 21,138,300 22, 500, 000 100,0

支

出

の

部

会　　　議　　　費

機関誌発行費
印　　　刷　　　費

方犯　費　n　励　費

事　　　業　　　費

調　査　研　究　費

通　　　信　　　費

人　　　件　　　費

事　務　所　費
備品消耗品費

協力会費還元支出

寄付金還元支出

事務所殷殷積立金

雑　　　　　　　費

2,669,611

1, 008, 047

1,714､744

　　239, 496

　　477,447

　　　11,855

　　736,231

5,100,515

　　960, 000

　　538, 461

　　378､900

4,204,834

　　500, 000

　　　24, 033

2, 800, OOP

1, 320, ()(0

2, 100, 0(　0

　　250, 000

1,500,000

　　100, 000

　　900, 000

5,341,820

　　960, 000

　　550, 000

　　630, 000

4, 500, 000

　　500, 000

　　　48, 180

12.4

　5.9

　9.3

　1.1

　6.7

　0.4

　4.0

23.7

　4.3

　2.4

　2.8

20.0

　2.2

　0.2

総会、幹事会、常任幹事会他

ＪＰＣの仲間印刷、送料他

署名用紙、チラシ、資料他

出張旅費、各種行動

研修会、研修派遣費性

書籍購人性

切手代、電話代、振込手数料

肛

事務所家賃、共益費他

什器備品類、リース代他

協力会費還元分

取扱団体還元分

慶弔費他

/b　　　　　　　　訓･

次　期　繰　越

予　　　僅　　　費

18,564,174

　2,574,126

21,500,000

　　　　　　　　0

　1, 000, 000

95.5

　４．５ 緊急行動費他

合　　　　　　　計 21，!38, 300 22, 500, 000 100.0

４ｊ５
●四
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ド
ブ
ネ
ズ
ミ
ど
も
の

　
　
　
　
　

明
日
は
晴
れ
？

　
　
　
　
　

福
島
県
難
病
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
部

　
　

茂

　

コ
ー
ト
か
ら
落
ち
た
雫
が
、
ズ
ボ
ン
の

裾
を
ぬ
ら
し
て
い
る
。
彼
は
、
視
線
を
僅

か
に
上
げ
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
見
つ
め
て

い
た
。
「
何
故
こ
こ
に
い
る
の
か
」
「
ど

う
し
て
こ
こ
に
来
た
の
か
」
一
瞬
わ
か
ら

な
く
な
っ
た
。
目
の
前
に
は
権
威
の
象
徴

の
「
国
会
議
事
堂
」
が
何
者
も
寄
せ
付
け

な
い
気
位
を
も
っ
て
背
を
向
け
て
い
た
。

　

彼
は
、
ま
た
視
線
を
僅
か
に
右
に
移
し

た
。
そ
ぐ
わ
な
い
笑
み
を
浮
か
べ
た
友
が

い
た
。
彼
も
ま
た
こ
こ
に
い
る
こ
と
が
理

解
出
来
な
い
苛
立
ち
と
気
恥
ず
か
し
さ
か

ら
薄
笑
い
が
引
き
つ
っ
て
い
た
。

　

彼
は
、
そ
の
不
可
思
議
な
笑
み
を
見
て

始
め
て
気
が
つ
い
た
。
今
日
は
「
健
保
改

悪
反
対
座
り
込
み
行
動
」
で
あ
っ
た
。
連

絡
が
入
っ
た
の
が
昨
日
の
昼
、
夜
の
透
析

を
し
、
睡
眠
不
足
の
ま
ま
早
朝
の
新
幹
線

に
乗
っ
た
。

　

風
邪
も
引
い
て
い
る
。
本
来
な
ら
病
院

に
い
っ
て
安
静
に
し
て
い
る
べ
き
状
態
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
こ
こ
に
来
な
い

で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
何
故
か
。

　

口
本
が
危
な
い
の
だ
。
医
療
の
問
題
だ

け
で
は
な
い
の
だ
。

　

無
理
し
て
も
、
苦
し
く
と
も
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
死
さ
え
も
い
と
わ
な
い
「
ド
ブ
ネ
ズ

ミ
」
ど
も
は
、
な
ん
と
す
ば
ら
し
い
戦
士

だ
ろ
う
。
そ
の
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
が
倒
れ
た
と

き
、
社
会
保
障
制
度
が
支
え
た
。
精
神
的

に
、
実
質
的
に
、
そ
し
て
死
後
ま
で
も
。

だ
か
ら
ガ
ム
シ
ャ
ラ
を
働
け
た
。

　

議
事
堂
よ
。
お
前
は
そ
の
姿
を
見
て
い

な
か
っ
た
の
か
。
見
な
か
っ
た
振
り
を
し

て
い
る
だ
け
な
の
か
。
こ
の
林
立
す
る
ビ

ル
群
は
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
の
死
累
の
墓
標
な
の

だ
。

　

お
前
が
見
て
い
な
く
て
は
ど
う
す
る
の

だ
。
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
ど
も
は
倒
れ
る
ま
で
働

き
つ
づ
け
る
だ
ろ
う
。
自
分
の
た
め
、
家

族
の
た
め
、
日
本
の
た
め
、
お
前
だ
け
目

を
つ
む
っ
て
い
い
と
思
っ
て
い
る
の
か

い
。
わ
か
っ
て
く
れ
。
「
安
心
感
」
と
い

う
保
証
が
必
要
な
ん
だ
よ
。

　

彼
は
、
ま
た
雨
に
ぬ
れ
た
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
に
視
線
を
移
し
た
。
ワ
ッ
ク
ス
の
効
い

た
公
用
車
が
飛
沫
を
は
じ
い
た
。

　

明
日
も
戦
わ
な
く
て
は
。

　　　

入院給食患者負担を導入する

健康保険法「改正」案に反対する特別決議

　

衆議院は６月３日、本会議での提案趣旨の説明

を省略して、入院時給食の患者負担導入などの健

康保険法「改正」案の審議入りを強行した。私た

ちは、この健康保険法「改正」案に強く反対する

ものである。

　

私たち患者は。入院時給食の患者負担導入に当

初から強く反対してきた。それは、入院時の食事

が慢性期、急性期を問わず治療の重要な一環であ

り、ホテルのディナーとは本質的に性格を異にす

るものと考えるからである。それは、患者負担を

強化し、患者に大きな経済的苦痛を与える医療保

険制度の財政対策としてのみ導入されようとして

いるからである。“在宅医療の推進”や“付添看

護の解消”は現実性に乏しく、単なる隠れみのに

過ぎない。

　

これまで、私たち全国の難病や慢性疾患の患者

や家族は、80万に近い厚生大臣宛の反対署名を短

期間に集め、500人に近い患者や家族が全国から

集まり、集会やデモを行うなどで私たちの反対意

４Ｊ６

私
た
ち
は
頑
張
つ

た

参座
り
込
み
に

加
し
て

思を表明してきた。地方議会にも私たちの声を届

け、全国で900以上の議会がこの「改正」案を批

判する意見書を採択した｡このような患者・家族、

国民の声を国会は軽視・無視してはならない。

　

国会の会期は残すところ３週間余りである。こ

の短い審議期間で、医療の内容に医療保険制度上

からも重大な制約を加えようとするあまりにも問

題の多い法案の審議が十分にできるのか。国会が

患者の実態や国民の声も聞かず十分な審議も経な

いで、このかつてない大「改正」を実現させよう

とするなら、その責任は極めて重大である。

　

羽田内閣は、公共料金の年内凍結を決めた。こ

の「改正」案では10月実施が予定されており、仮

に予定通り実施されるなら、羽田内閣の方針とも

大きく矛盾するものである。

　

医療内容に重大な制約を加え、受診機会を抑制

し、患者・国民の経済的負担を強化する健康保険

法「改正」案は廃案とするよう私たち患者・家族

は強く要求するものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　

1994年６月５日

　　　　　　　　　　　

日本患者・家族団体協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第９回総会

1994-7
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座
り
込
み
に

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
し
て

　
　
　
　
　

大
阪
難
病
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
避

　

大
三

　

六
月
十
日
、
大
阪
難
病
連
代
表
の
十
一

名
は
、
新
大
阪
駅
に
八
時
に
集
合
、
米
山

代
表
と
と
も
に
東
京
に
向
か
い
ま
し
た
。

先
着
の
三
名
と
合
流
し
、
ぜ
ひ
と
も
健
保

法
改
悪
を
阻
止
す
べ
く
、
い
ろ
い
ろ
な
訴

え
を
書
い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
座
り
込
み

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
健
保
改
悪
に
反
対
す
る
署

名
を
集
め
、
集
会
、
請
願
行
動
を
行
い
、

幾
度
と
な
く
厚
生
省
に
足
を
運
び
、
入
院

･‘II‘･･･‾'･¥゛｀“1lg｀lt･I止二二▽T可７

な
=4

　

Si=

　　

4

藤田議員とガッチリ握手

給
食
の
患
者
負
担
導
入
に
反
対
し
て
き
ま

し
た
。
今
日
は
、
最
後
の
座
り
込
み
戦
術

と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
お
陰
で
雨
も
降
ら

ず
、
ま
る
一
日
、
比
較
的
楽
に
行
動
す
る

１
一
一
一
・
ｒ
一
一
一
一
1
1
1
1
さ
￥
￥
ｋ
Ｌ
・
ｉ
ｌ
Ｆ
ｉ
ｉ
・
Ｆ
ｉ
！
ｌ
一
ゞ
？
″
Ｆ
■
■
ｙ
一
Ｃ
一
一
一
ｒ
一
一
“
″
“
一
一

　

ｉ
四
『
″
ｊ
ｒ
四
、
一
ゝ
一
／
』
ｌ
、
％
四
ｙ
″
四
″
一
ｆ
ｊ

一

　

座
り
込
ん
で
ひ
と
こ
と

Ｊ

　
　

゛

　

”
｀
‘
↓
｀
゛
Ｌ
；

ド
’
む

　

．’

議
員
さ
ん
何
を
考
え
る
、
患
者
の
声
が
聞
こ
え
な
い
の
か
。

　

（
福
島
県
難
病
連
）

患
者
会
の
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
国
会
前
の
座
り
込
み
は
生
涯
に
残
る
も
の
と

な
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宮
崎
県
難
病
連
）

体
力
の
つ
づ
く
か
ぎ
り
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
阪
難
病
連
）

生
ま
れ
て
は
じ
め
て
の
座
り
込
み
、
人
の
目
も
気
に
な
ら
ず
。
（
北
海
道
難
病
連
）

自
分
か
ら
あ
き
ら
め
る
の
は
い
や
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　

（
鹿
児
島
県
難
病
連
）

み
ん
な
の
願
い
届
け
、
初
め
て
の
参
加
ガ
ン
バ
ル
の
み
。

　

（
鹿
児
島
県
難
病
連
）

小
さ
な
力
で
も
積
み
重
な
れ
ば
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会
）

識
員
さ
ん
、
座
り
込
ん
で
い
る
こ
と
に
心
を
留
め
て
く
れ
ま
す
か
。

　

（
ス
全
協
）

11
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、
私
た
ち
難
病
患

者
に
と
っ
て
も
深
甚
で
し
た
。
健
保
改
悪

の
中
で
も
、
入
院
給
食
費
の
患
者
負
担
を

導
入
す
る
こ
と
は
、
患
者
・
家
族
だ
け
の

問
題
で
な
く
、
い
つ
発
病
し
て
入
院
す
る

か
も
知
れ
な
い
。
一
般
家
庭
の
み
な
さ
ん

方
に
も
大
変
重
要
な
問
題
の
は
ず
が
、
道

行
く
人
々
に
は
、
今
ひ
と
つ
関
心
が
う
す

い
様
に
感
じ
ら
れ
、
こ
ん
な
問
題
も
国
民

全
体
が
、
絶
対
反
対
の
意
思
表
示
と
し
て

い
た
だ
け
た
ら
、
多
分
阻
止
出
来
た
の
だ

ろ
う
と
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

雨
の
日
も

　
　
　
　
　
　

晴
れ
の
日
も

　

全
国
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
池
喜
久
代

　

初
め
て
の
座
り
込
み
、
テ
レ
ビ
の
画
面

で
し
た
見
た
こ
と
は
な
く
、
青
春
時
代
の

学
生
運
動
の
近
寄
り
難
か
っ
た
こ
と
を
思

日本福祉大の学生も激励

つ
て
、
こ
れ
か
ら
の
行
動
に
多
少
の
不
安

を
抱
え
な
が
ら
の
参
加
で
し
た
。
国
会
請

願
を
終
え
て
議
員
会
館
の
会
議
室
に
集
ま

っ
て
き
た
人
た
ち
の
顔
は
、
こ
れ
か
ら
の

行
動
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

て
、
緊
急
感
を
持
っ
て
い
た
私
を
楽
に
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

二
度
目
の
参
加
は
、
雨
降
り
の
九
日
。

朝
か
ら
雨
で
し
た
の
で
、
こ
ん
な
日
は
人

が
少
な
く
て
困
る
だ
ろ
う
。
東
京
に
い
る

私
た
ち
が
頑
張
ら
な
く
て
は
と
の
思
い
で

来
て
み
る
と
、
す
で
に
鹿
児
島
か
ら
、
山

形
か
ら
と
三
十
人
を
超
す
参
加
者
に
び
っ

く
り
。
名
古
屋
か
ら
児
島
先
生
も
駆
け
つ

け
、
一
緒
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
雨

の
中
、
カ
ッ
パ
を
着
て
、
傘
を
さ
し
て
の

座
り
込
み
、
身
体
が
濡
れ
て
、
風
邪
を
引

か
な
い
か
と
心
配
し
な
が
ら
も
、
回
り
を

見
れ
ば
、
み
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
。

　

私
は
患
者
の
家
族
で
、
普
段
は
あ
ま
り

他
の
疾
患
の
患
者
さ
ん
と
お
会
い
し
て
、

話
を
す
る
機
会
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

頭
の
中
で
わ
か
っ
て
い
て
も
、
中
々
実
感

と
し
て
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

の
行
動
に
参
加
し
て
各
団
体
の
方
々
、
患

者
さ
ん
、
家
族
の
方
、
支
援
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
々
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
と
の

出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
新
鮮
で
も
あ
り

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
出
会
い
を
大

切
に
し
、
前
を
向
い
て
歩
み
つ
づ
け
て
い

き
ま
す
。

４ｊ７
1994-7甘仁叫（卜丿
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19 9 4年度役員

参
議
院
で
請
願
採
択

　

六
月
六
口
、
全
国
の
代
表
九
十
九
人
が

参
加
し
て
、
六
十
六
万
人
を
超
え
る
署
名

を
添
え
て
行
っ
た
請
願
は
、
参
院
で
は
じ

め
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
衆
議
院
は
、
審

議
保
留
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

6
6
万
人
の
願
い
一
歩
前
進

　
　
　

第
百
二
十
九
国
会
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く

　
　

流
動
す
る
国
会
で
し
た
が
、
参
議
院
厚
生

　
　

委
員
会
は
会
期
末
の
二
十
八
日
、
私
た
ち

　
　

が
要
請
し
た
「
総
合
的
難
病
対
策
の
早
期

　
　

確
立
を
要
望
す
る
請
願
書
」
の
委
員
会
採

　
　

択
を
決
め
、
二
十
九
日
、
参
議
院
本
会
議

　
　

で
採
択
し
ま
し
た
。

　
　
　

毎
年
、
全
国
の
多
く
の
仲
間
が
医
療
・

　
　

福
祉
の
充
実
を
求
め
、
請
願
に
取
り
組
ん

　
　

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
ま
で
は
衆

　
　

参
両
議
院
の
壁
に
阻
ま
れ
て
い
た
請
願
で

　
　

し
た
が
、
今
回
の
参
議
院
で
の
採
択
は
、

　
　

私
た
ち
の
豊
か
な
医
療
、
福
祉
の
充
実
に

　
　

向
け
て
の
新
た
な
一
歩
に
な
り
ま
し
た
。

１２

　

六
日
、
請
願
に
先
立
っ
て
衆
院
第
二
議

員
会
館
で
行
わ
れ
た
集
会
後
、
1
2
ブ
ロ
ッ

ク
に
別
れ
、
厚
生
委
員
を
は
じ
め
紹
介
議

員
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
衆
参
両
院
の
百

五
十
一
人
の
議
員
に
要
諸
行
動
を
行
い
ま

し
た
。
月
曜
日
で
あ
り
、
解
散
の
噂
も
飛

び
か
う
国
会
情
勢
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

在
室
の
議
員
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
代

表
は
、
両
議
院
へ
の
請
願
書
の
提
出
の
お

願
い
と
と
も
に
前
日
の
総
会
で
緊
急
採
決

さ
れ
た
「
健
保
改
悪
反
対
特
別
決
議
」
を

持
っ
て
、
各
議
員
室
を
ま
わ
り
、
す
べ
て

の
署
名
簿
を
手
渡
し
、
院
へ
の
紹
介
と
健

保
法
案
に
反
対
す
る
よ
う
訴
え
ま
し
た
。

も
や
も
や
病
の
患
者
と
家
族
の
会
加
盟

　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
３
３
団
体
2
1
万
人
に

　

「
も
や
も
や
病
の
患
者
と
家
族
の
会
」
が

　
　
　

々
の
団
体
で
の
運
動
だ
け
で
は
限
界
が
あ

新
規
加
盟
し
、
総
会
で
正
式
に
承
認
さ
れ

　
　

り
ま
す
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ
に
結
集
し
て
医
療
、
福

ま
し
た
。
こ
の
加
盟
で
Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
3
3
団
体

　

（
地
域
難
病
連
2
1
、
疾
病
団
体
1
2
）
、

万
人
の
組
織
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
に
出
席
し
た
脇
田
代
表
は
、

役　　名 氏　　　　名 所　属　団　体

代表幹事
長　　　宏

伊藤たてぉ

日本患者同盟

北海道難病連

事務局長 小林　孟史 全　　腎　　協

幹　　事

　　　矢野　　肇

　　※山崎　洋一

　　　海和　博司

　　※伊藤　文博

　　　山田　栄吉

　　　黒崎　本一

　　　久保田耕司

　　　紅野　　泉

　　　安藤　晴美

　　　葛城　貞三

　※加納　正雄

　※濤　　米三

　　朝見　宏利

　　神田　菊三

　　森田　良恒

　　土倉　　匡

　　近藤　和正

　　高橋　豊栄

　　篠崎　雅吉

　　原田　恒夫

　　大中　幸雄

　　松尾　郁子

　　高畠　譲二

　※辻川　寿之

　※落合　希子

　※小関　　修

　大泉　　修

　山田　義信

　河野　　都

　安部　隆夫

　佐々木　長

※青山　静可

　脇田　和美

北海道難病連

秋田県難病理

山形県難病理

福島県難病理

茨城県難病理

群馬県難病理

長野県難病理

静岡県難病理

岐阜県難病理

滋賀県難病理

京都難病理

大阪難病理

兵庫県難病連

奈良県難病理

和歌山県難病連

岡山県難病理

香川県難病理

高知県難病理

愛媛県難病連

宮崎県難病理

鹿児島県難病理

ス　　全　　協

日　　肝　　協

全　　交　　災

心臓病守る会

全　　腎　　協

全　　低　　肺

全　　患　　協

パーキソン

オストミー協会

日本患者同盟

日　　喘　　理

もやもや病

会計監査
瀬志本正夫

佐藤　重之

長野県難病連

日　　肝　　協

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
・
。
Ｊ
可

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
通
巻
一
九
一
二
号
（
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
発
行
）

　

一
九
九
四
年
八
月
五
日
発
行

21※は常任幹事個

祉
の
充
実
を
求
め
る
た
め
に
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
　

「
も
や
の
会
」
は
、
一
九
八
二
年
二
月

に
発
足
、
会
貝
数
は
約
七
百
人
、
組
織
は

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
制
を
採
り
、
北
海
道
、
東

北
、
関
東
。
中
部
、
関
西
、
中
・
四
国
、

九
州
と
七
ブ
ロ
ッ
ク
。
機
関
誌
「
も
や
の

会
会
報
」
を
年
４
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

事
務
局

　

〒
五
六
五

　

豊
中
市
新
千
里
北

町
２
－
4
0
C
5
6
－
2
0
7
須
戸
康
子
方

　

私
た
ち
の
力
及
ば
ず
健

保
法
案
成
立
。
で
も
座
し

て
い
た
の
で
は
な
い
の
で

す
。
学
習
も
し
。
行
動
も

し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

礎
に
明
日
ヘ
ス
テ
ッ
プ
ー
・

発
一
丁

　
　

身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

　
　
　

三
百

　

－
１
戸

　

東
京
都
世
田
谷
区
砧
６
－
2
6
－
2
1

　
　

頒
価

　
　

円
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